
R04P1_2 計画・記録 

単元ごとの指導と評価の計画・記録シート（ミニ版） 

授業者名：〇〇 〇〇  

科目名  物理基礎 クラス・類型 普通科１年生 

単元名   第１編 第３章 仕事と力学的エネルギー 予定時間 ８時間 

単元ごとの観点別学習状況の評価規準 

知・技 

力学的エネルギーについての観察，実験などを通して，運動エネルギーと位置エネルギ

ー，力学的エネルギーの保存について理解しているとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。 

思・判・表 
力学的エネルギーについて，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。 

主体的態度 
力学的エネルギーに関する事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返った

りするなど，科学的に探究しようとしている。 

 

時

間 
学習活動 

重点 

項目 

記

録 
評価の規準 

授業チェックと 

改善方法（実施後記入） 

１ 

教科書 P70～P71 

・仕事 

知 

 態 
 

 仕事，仕事の原理，仕事

率という基本的な概念か

ら，力学的な仕事を計算

する方法が分かる。 

 仕事が力学的にどのよ

うな意味をもつか，力学

的エネルギーとはどのよ

うなものかを調べようと

する。 

 力の分力の求め方を

忘れている生徒が多か

った。 

 仕事とエネルギーは

ほぼ同じように扱える

ことに対してもっと丁

寧な説明が必要であっ

た。 

２ 

教科書 P72～P73 

・仕事の原理 

・仕事率 思  

 「仕事の原理」を理解

し，道具を用いたときに

必要な仕事がどうなるか

を説明できる。 

 滑車の引く長さや

力の変化が変わって

も仕事は変化しない

ことに気付くことが

できた。 

３ 

教科書 P74～75 

・運動エネルギー 

知  

 運動エネルギーを計算

によって求めることがで

きる。 

 運動エネルギーの変化

は物体にされた仕事に等

しいことを理解してい

る。 

 運動エネルギーの変

化が外力のした仕事と

等しくなることを理解

できた生徒がまだ少な

い。 

４ 

教科書 P76～P78 

・位置エネルギー 

・保存力 
知  

 位置エネルギーは基準

面から，物体が弾性力や

重力に逆らって移動した

仕事で表せられることが

分かる。 

基準面によって位置

エネルギーの大きさの

違いをほぼ全ての生徒

が理解できた。 
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５ 
教科書 P81 

＜実験＞重力による位置エネルギー 

思 

 態 
◎ 

 位置エネルギーと仕事

を関連付けて考えること

ができる。 

 重力による位置エネル

ギーを調べる実験に主体

的に取り組んでいる。 

 物体を落とす高さを

変えることで，エネル

ギーが変化することが

理解できていた。 

 エネルギーが仕事に

変換される現象を理解

できた生徒が多くい

た。 

６ 
教科書 P79～P84 

・力学的エネルギーの保存 
知  

 保存力が仕事をすると

き，物体の運動エネルギ

ーと位置エネルギーが相

互に変換することで，力

学的エネルギーが保存さ

れることが分かる。 

 表などを用いて，丁

寧に解説を行うことで

多くの生徒が立式をす

ることができた。 

７ 

教科書 P85 

＜実験＞力学的エネルギー保存の法則の

検証 

知 

 態 
◎ 

 物体の運動エネルギー

と位置エネルギーが相互

に変換することと，それ

らの和が一定に保たれる

ことを，力学的エネルギ

ー保存の法則として確認

している。 

 力学的エネルギー保存

の法則の実験に主体的に

取り組んでいる。 

 振り子を用いて力学

的エネルギーが保存す

ることを確認できた。 

８ 

教科書 P86 

・保存力以外の力が仕事をする場合 

＜演習＞力学的エネルギー保存の法則 

思 

 態 
◎ 

 物体に保存力以外の力

が働くとき，その仕事の

量だけ物体の力学的エネ

ルギーは変化することを

理解し，物体の運動を考

えることができる。 

 周囲と関わり合いなが

ら意欲的に問題に取り組

んでいる。 

 立式はできるが，方

程式を解くのに苦労

数する生徒が多い。 

定

期

テ 

定期考査 
知 

思 
◎ 

 知識を習得している

か。 

 知識を基に科学的に思

考できているか。 

 

凡例 知：「知識・技能」，思「思考・判断・表現」，態「主体的に学習に取り組む態度」 

   ◎…記録として残して，後で総括的な評価のための資料とするもの。 


